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（事故の原因について） 

○ 私は、先月１３日に沖縄県名護市沖にオスプレイが不時着水する事故が発

生して以来、機会ある毎に一貫して 

 ・ オスプレイの飛行、さらには空中給油の再開については、沖縄をはじめ、

地元の方々に丁寧に説明をして理解を得ることが必要 

 ・ そのためには事故当時の状況、原因はできるだけ詳細に把握し、それに

応じた安全対策が米側においてとられたか確認することが必要 

と述べてきました。 

 

○ こうした考えに基づき、先月１９日の飛行再開以降も、米軍との間で本事

故の原因究明と対策等について集中的に協議を続けてきたところです。 

 

○ 本事故については、現在米側の当局により調査が行われている最中であり、

現時点では空中給油の際に給油ホースがオスプレイのプロペラの羽根に接触

した原因を完全に特定するには至っておりません。 

 

○ しかしながら、この接触は、夜間の空中給油という搭乗員の高い技能を要

するオペレーションが強風、乱気流といった気象条件下で行われていたとい

う環境要因のほか、人的要因も複合的に重なって発生した可能性があること

については米側と見解が一致しました。 

 

（米軍がとった安全対策について） 

○ その上で、これまで米側から得た情報等を踏まえ、防衛省としては、この

物理的な接触を引き起こした要因についてあらゆる可能性を分析した上で、

これまでに米軍が空中給油の再開に向けてとってきた安全対策によって適切

に処置されているかについて評価を行いました。 

 

○ その結果、本日公表した資料に記載しているとおり、米側が今般の事故の

原因となり得る人的及び環境要因を幅広く網羅する再発防止策をすべて実施

したことを確認しました。また、これらの対策は、防衛省・自衛隊の専門的

知見及び経験に照らしても妥当であると考えられます。 

 



○ さらに、米軍は、今後とも、空中給油訓練は陸地から離れた海域の上空で

しか実施しないこととしており、陸地の上空では実施しないことも確認して

います。 

 

（総括） 

○ オスプレイは、その速度、行動半径、搭載量等の優れた性能を活かして、

緊急事態や災害救援といった様々な場面で人員・物資の輸送を行うことが期

待されます。我が国におけるオスプレイの配備は、日米同盟の抑止力・対処

力を向上させ、アジア太平洋地域の安定にも資するものです。 

 

○ オスプレイがこうした役割・任務を効果的に果たす上で、空中給油は極め

て重要である一方、空中給油は高い技能を要するオペレーションであり、訓

練を継続的に実施しなければ乗組員はその技能を維持することができません。

我が国を取り巻く安全保障環境の厳しさ、いつ発生するかもしれない大規模

自然災害を考慮すれば、米軍のオスプレイが空中給油を実施する能力を維持

することは、我が国の防衛や緊急時の対応の観点から重要です。 

 

○ このような運用上のニーズも勘案すれば、空中給油の再開に向け米軍がと

った安全対策が有効であることが確認できたことから、防衛省としては、明

日６日にオスプレイによる空中給油が再開されることを理解し、沖縄をはじ

め地元の皆様に事故の原因と安全対策について丁寧に説明し理解を求めてま

いります。 

 

（以上） 


